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仮施設計画図

図示1

１）運搬工

重機の搬入及び資材等の運搬は、(民)与州・嘉戸沢線及び既設作業道を利用する。

１.No.2谷止工（コンクリート）

３）廻排水

２）コンクリート工

コンクリートの打設は、(民)与州・嘉戸沢線沿いの平坦部にポンプ車を配置して

◎ 配管延長：260ｍ

ダム施工中の廻排水は箱樋を設置しておこない、床掘内の湧水はポンプにより排水する。

◎ 土のう締切工：10.0ｍ×0.70ｍ＝7.0ｍ2　※集水面積：10ha～50ha（12.7ha）
◎ 箱樋：通水断面（幅0.50ｍ×深0.20ｍ）・延長16ｍ　※集水面積：15ha未満（12.7ha）

既設作業道終点からダムサイトまでは重機道を開設して行う計画とする。

◎ 重機道開設：80ｍ（ 不陸整地：幅3.0ｍ×80ｍ＝240ｍ2 ）

４）水替工

ダムの施工に用いる排水機材の種類及び水替日数は以下の通りである。

◎ ポンプの使用口径及び台数：150㎜×1台（排水量0ｍ3/h以上40ｍ3/h未満）
◎ 排水量：堤底長8.00ｍ×堤底幅3.45ｍ×0.3ｍ＝8.28ｍ3/h

◎ 発動発電機容量：25kVA（排水量0ｍ3/h以上40ｍ3/h未満）
◎ 水替日数：1/45×320ｍ3＋1.78＝8.9日

No.2谷止工（コンクリート） 縦断面図

S=1:200

26L1

CL土のう締切工 箱樋

配管打設により行う計画とする。

◎ 既設作業道：258.8ｍ（ 不陸整地：幅3.0ｍ×258.8ｍ＝776.4ｍ2 ）
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No.1谷止工コンクリート

L= 18.0

H= 5.5

V= 166.3

【5型】

No.2コンクリート谷止工

L= 24.0

H= 6.5

V= 267.6

【5型】
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（様式設第２号の２）

( 略　図 )


